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「
国
民
の
信
頼
回

復
」
と
言
う
が
、

不
祥
事
が
続
く
報

道
に
驚
く
ば
か
り

で
あ
る
。
日
本
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

教
育
を
受
け
て
い

る
は
ず
の
霞
ヶ
関
官
僚
の
矜
恃

（
き
ょ
う
じ
）
は
ど
こ
へ
行
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
。
も
り
・
か

け
問
題
で
忖
度
云
々
と
言
わ
れ

て
い
る
時
期
な
の
に
、
「
文
科

省
の
職
員
は
？
」
「
森
友
学
園

の
国
有
地
売
却
に
関
す
る
決
済

文
書
の
改
ざ
ん
を
巡
り
、
財
務

省
の
方
々
は
？
」
４
月
２
日
に

は
小
野
寺
防
衛
相
は
人
道
復
興

支
援
で
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た

陸
上
自
衛
隊
の
活
動
に
関
す
る

日
報
が
防
衛
省
内
に
保
管
さ
れ

て
い
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
日

報
は
昨
年
２
月
の
国
会
で
、
稲

田
元
防
衛
相
が
「
残
っ
て
い
な

い
」
と
答
え
た
。
国
民
が
信
頼

で
き
な
い
日
本
国
に
な
っ
て
い

る
。
安
倍
内
閣
は
改
ざ
ん
、
隠

蔽
、
責
任
を
取
ら
な
い
内
閣
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

▲
超
高
齢
化
で
シ
ニ
ア
の
年
齢

幅
が
広
が
り
、
見
た
目
や
健
康

格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
定
年

後
の
余
命
が
10
年
位
の
時
代
は

「
老
後
・
余
生
」
と
言
っ
た

が
、
65
歳
で
定
年
を
迎
え
た
シ

ニ
ア
の
平
均
余
命
は
男
性
で
20

年
、
女
性
で
24
年
も
あ
る
。
今

「
老
人
」
と
い
う
言
葉
に
は
か

な
り
高
齢
で
元
気
が
な
い
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
。
「
シ
ル
バ
ー
シ

ー
ト
」
は
「
優
先
席
」
に
変
更

さ
れ
、
「
敬
老
の
日
」
「
老
人

ク
ラ
ブ
」
を
自
分
ご
と
と
は
思

っ
て
い
な
い
人
が
多
い
の
だ
。

「
高
齢
に
な
っ
て
も
老
人
に
な

る
な
！
病
気
に
な
っ
て
も
病
人

に
な
る
な
」
で
あ
る
。
（
虎
）

東京高裁が国を断罪し一人親方も救済

大歓声が交際を包み込んだ瞬間

３
月
14
日
午
後
３
時
過
ぎ
、
東
京
高
裁
前

は
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
原
告
団
と
そ
の

支
援
者
の
歓
声
に
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

建
設
作
業
現
場
で
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）

を
吸
い
込
み
、
肺
が
ん
な
ど
を
患
っ
た
と
し

て
、
元
建
設
作
業
員
と
遺
族
の
計
３
５
４
人

が
国
と
建
材
メ
ー
カ
ー
42
社
を
相
手
に
、
総

額
約
１
２
０
億
円
の
賠
償
を
求
め
た
東
京
地

裁
の
判
決
（
平
成
24
年
12
月
）
の
控
訴
審
判

決
が
東
京
高
等
裁
判
所
に
て
言
い
渡
さ
れ
ま

し
た
。

大
段
亨
裁
判
長
は
、
１
審
の
東
京
地
裁
判

決
に
続
き
国
の
責
任
を
認
め
た
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
同
種
の
裁
判
で
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
一
人
親
方
等
へ
の
賠
償
も
認

め
、
原
告
３
２
７
人
に
総
額
約
２
２
億
８
０

０
０
万
円
を
支
払
う
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
取

材
・
写
真
＝
磯
部
正
三
記
者
（
荒
川
）

原告
勝訴

勝
利
の
確
信
と

残
さ
れ
た
課
題

こ
れ
ま
で
の
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
で
は
、
一
人
親
方
や
中

小
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
実
態

は
労
働
者
と
同
じ
働
き
方
を
し

て
い
て
も
「
形
式
上
は
労
働
者

で
な
い
」
こ
と
か
ら
排
除
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
判
決
で
大
段
裁

判
長
は
実
態
を
重
視
し
、
一
人

親
方
等
の
果
た
し
て
き
た
役
割

の
重
要
性
を
鑑
み
「
労
働
安
全

衛
生
法
」
の
保
護
対
象
と
し
て

認
め
る
画
期
的
な
判
決
を
言
い

渡
し
ま
し
た
。

こ
の
反
面
、
昨
年
10
月
27
日

の
東
京
高
裁
判
決
で
は
認
め
た

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
メ
ー
カ
ー
へ

の
共
同
不
法
行
為
を
認
め
な
か

っ
た
ほ
か
、
屋
外
作
業
者
の
請

求
を
棄
却
し
ま
し
た
。
屋
外
作

業
者
で
あ
っ
て
も
ア
ス
ベ
ス
ト

を
吸
い
、
そ
れ
が
原
因
で
罹
患

し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
不
当
な
判
決
で
す
。

３
月
22
日
に
結
審
し
た
大
阪

高
裁
で
は
、
こ
れ
も
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
で
は
初
め
て
の

「
和
解
勧
告
」
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
被
告
で
あ
る
国
と
建
材
メ

ー
カ
ー
は
、
い
ず
れ
も
結
論
を

出
さ
ず
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

こ
の
和
解
勧
告
を
発
し
た
江
口

裁
判
長
で
す
が
、
横
浜
地
裁
第

一
陣
訴
訟
に
て
原
告
に
敗
訴
を

言
い
渡
し
た
裁
判
長
で
も
あ
り

ま
す
。
今
後
ど
の
様
な
判
決
を

下
す
の
か
注
目
で
す
。

こ
れ
ま
で
国
は
８
度
に
亘
り

断
罪
さ
れ
、
国
の
責
任
は
も
は

や
不
動
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
原
告
団
も
３
月
26
日

に
は
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
、

こ
れ
以
上
の
無
益
な
裁
判
は
止

め
、
被
害
者
へ
の
謝
罪
を
求
め

ま
し
た
が
、
応
対
し
た
職
員
ら

の
対
応
は
い
ず
れ
も
言
葉
を
濁

し
た
回
答
ば
か
り
で
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
原

告
団
も
、
約
７
割
の
方
が
他
界

し
て
お
り
、
遺
族
原
告
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
裁
判
は
原
告
団
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
者
が

増
え
続
け
る
で
あ

ろ
う
、
我
々
建
設

労
働
者
全
員
の
た

め
の
裁
判
で
も
あ

り
ま
す
。

国
と
ア
ス
ベ
ス

ト
建
材
メ
ー
カ
ー

は
被
害
者
の
命
が

あ
る
う
ち
に
協
議

の
席
に
着
き
、
被

害
者
救
済
基
金
の

創
設
を
急
ぐ
べ
き

で
す
。

入廷する原告団

被
害
者
救
済
基
金
の

設
立
に
向
け
て
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１
千
円
と
の
回
答
が
多
く
、
設

計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
も
末

端
の
労
働
者
へ
は
恩
恵
は
届
い

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

大
会
の
方
は
、
大
会
準
備
委

員
長
の
宣
言
に
よ
り
代
議
員
３

１
９
人
の
参
加
で
成
立
し
本
会

議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

教
育
宣
伝
分
科
会
で
は
、
渋

谷
支
部
の
経
験
報
告
が
あ
り
、

「
読
ま
れ
る
新
聞
っ
て
何
？
」

と
い
う
議
題
を
中
心
に
話
合

い
、
ど
う
す
れ
ば
組
合
員
が
興

味
を
持
つ
紙
面
に
な
る
か
を
議

論
し
ま
し
た
。

こ
の
「
お
れ
た
ち
」
に
取
り

上
げ
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
が
あ

れ
ば
支
部
事
務
所
ま
で
お
気
軽

に
お
電
話
下
さ
い
。
【
取
材
・

写
真
＝
堀
井
龍
二
記
者
（
日
暮

里
一
）
】

春
を
告
げ
る
桜
の
開
花
と
満

開
情
報
が
、
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ

た
３
月
28
日
（
水
）
、
事
業
所

分
会
総
会
が
午
後
７
時
よ
り
支

部
３
階
会
議
室
に
て
８
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
木
橋
分
会
長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
事
業
所
分
会
総
会
議
案

書
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し

た
。後

継
者
対
策
担
当
の
大
橋
副

分
会
長
が
平
和
運
動
ま
で
を
読

み
上
げ
ま
し
た
。
分
会
長
か
ら

分
会
財
政
決
算
報
告
、
予
算
案

の
提
案
が
行
わ
れ
、
承
認
を
受

け
ま
し
た
。
支
部
定
期
大
会
代

議
員
選
出
、
表
彰
者
・
感
謝
者

の
推
薦
と
進
み
、
午
後
７
時
40

分
か
ら
、
新
年
度
支
部
・
分
会

・
群
役
員
報
告
が
行
わ
れ
、
承

認
を
受
け
て
か
ら
新
年
度
の
保

険
証
の
交
付
と
な
り
ま
し
た
。

大
相
撲
の
注
目
の
取
り
組
み
に

出
て
く
る
懸
賞
金
の
よ
う
に
積

み
重
な
っ
た
保
険
証
に
驚
き
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、
「
食
事
を
頂
き

な
が
ら
話
し
を
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
分
会
長
が
話
す
と
、

三
段
重
ね
の
お
弁
当
が
出
て
来

て
ま
た
驚
き
、
そ
の
上
、
分
会

長
手
作
り
の
豚
汁
が
一
段
と
盛

り
立
て
ま
し
た
。
和
や
か
に
進

ん
で
和
や
か
に
ま
と
ま
っ
た
事

業
所
分
会
の
総
会
で
し
た
。

【
取
材
・
写
真
＝
川
又
好
一
記

者
（
日
暮
里
一
）
】

地域公演案内

組合員と同居の親族まで地域公演を 観劇された方に補助金制度があ
り、2,000円～4,999円の観劇は500円、5,000円以上の観劇には1,000円
の補助金が支給されます。
観劇補助の申請は観劇日より１カ月以内 にチケットの半券を持参し

組合事務所へお越しください。

お申し込みは
ＡＣＣ（公財）荒川区芸術文化振興財団

ホームページへ

明治大学マンドリン倶楽部演奏会in荒川2018

2018年5月19日（土）

午後5時30分開演（午後4時30分開場）

会場：サンパール荒川

料金：2,000円

【お問い合わせ】
ACC（公財）荒川区芸術文化振興財団
☎03-3802-7111

３
月
18
日
に
東
京
土
建
本
部

の
第
71
回
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
荒
川
支
部
よ
り
14
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

大
会
の
冒
頭
に
は
ビ
デ
オ
上

映
が
行
わ
れ
、
３
月
に
東
京
高

裁
判
決
が
出
さ
れ
た
首
都
圏
建

東京土建一般労働組合

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
や
、
東
京

土
建
各
支
部
の
住
宅
デ
ー
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
昨

年
は
、
目
黒
区
や
日
野
市
で
公

契
約
条
例
が
制
定
さ
れ
た
も
の

の
、
職
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
日
当
が
１
万
円
か
ら
１
万白滝本部書記長の基調報告

西
尾
久
分
会
の
総
会
は
３
月

29
日
に
42
人
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

増
山
常
任
と
大
川
分
会
長
が

議
事
進
行
役
を
務
め
、
総
括
と

方
針
提
案
、
分
会
財
政
報
告
と

進
み
ま
し
た
。

新
年
度
の
役
員
は
昨
年
と
同

じ
顔
ぶ
れ
で
、
新
年
度
は
新
た

な
役
員
を
選
出
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
と
参
加
者
に
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
【
取
材
・
写
真
＝
小

野
澤
富
彦
記
者
（
西
尾
久
）
】

３
月
30
日
に
支
部
会
館
３
階

に
て
荒
川
分
会
の
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

加
藤
分
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
五
箇
谷
副
委
員
長
が
議
長

に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

17
年
度
の

総
括
と
18
年

度
方
針
の
提

案
が
承
認
さ

れ
、
新
年
度

役
員
も
決
ま

り
ま
し
た
。

続
い
て
決

算
報
告
と
新

年
度
予
算
案

の
提
案
が
終

わ
り
、
質
疑

応
答
で
は
組

合
費
の
引
き

下
げ
の
要
望
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。支

部
大
会
の
代
議
員
は
９
人

が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
新
年
度

の
支
部
執
行
委
員
に
宇
佐
美
智

一
副
分
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
【
取
材
・
写
真
＝
磯
部
正

三
通
信
員
（
荒
川
）
】

日
暮
里
一
分
会
は
３
月
25
日

に
三
河
島
町
会
会
館
に
て
分
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

箭
内
書
記
長
が
議
長
を
務
め

分
会
活
動
の
総
括
、
分
会
会
計

報
告
の
後
に
予
算
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
役
員
の
選
出
は
、

新
分
会
長
に
堀
井
一
さ
ん
、
新

副
分
会
長
に
中
島
清
五
郎
さ
ん

が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
長
年
分
会
長
を
務
め
た
椿
甚

一
さ
ん
、
分
会
財
政
の
小
谷
野

憲
子
さ
ん
が
勇
退
と
な
り
ま
し

た
。
新
体
制
で
日
暮
里
一
分
会

の
活
動
の
前
進
を
計
り
ま
す
。

役
員
の
選
出
が
終
わ
る
と
、

お
楽
し
み
の
真
打
ち
立
川
談
修

師
匠
が
高
座
へ
と
あ
が
り
ま
し

た
。談

修
師
匠
は
、
立
川
談
志
師

匠
の
18
番
目
の
お
弟
子
さ
ん
に

当
た
る
そ
う
で
す
。
名
前
の
由

来
は
ご
自
身
の
出
身
大
学
か
ら

取
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
は
小
噺
の
他
に
、
沢
山

の
持
ち
ネ
タ
の
中
か
ら
２
つ
の

お
題
を
披
露
し
、
会
場
が
笑
い

で
包
ま
れ
ま
し
た
。

落
語
は
ボ
ケ
防
止
に
も
効
果

が
あ
る
そ
う
で
、
本
日
参
加
し

た
36
人
の
方
に
は
ま
た
来
年
も

忘
れ
ず
に
参
加
し
て
欲
し
い
で

す
。
【
取
材
・
写
真
＝
堀
井
龍

二
記
者
（
日
暮
里
一
）
】

参加者でにぎわう西尾久分会総会

日暮里１分会では真打ち立川談修師匠の落語が

事業所分会は保険証のチェックも一苦労です

、
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平
和
憲
法
を
守
る
荒
川
の
会

の
共
同
代
表
を
務
め
る
森
本
孝

子
さ
ん
は
、
「
安
倍
政
権
は
日

本
最
大
の
右
派
団
体
で
あ
る
日

本
会
議
に
参
加
し
、
日
本
を
戦

争
が
で
き
る
国
に
戻
そ
う
と
し

て
い
る
。
９
条
を
守
る
こ
と
は

我
々
の
子
孫
の
た
め
で
あ
る
」

と
付
け
加
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
荒
川
区
議
団
の

の
小
林
行
男
区
議
は
、
西
日
暮

里
の
地
域
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
多

く
の
住
民
の
方
々
に
改
憲
反
対

署
名
に
協
力
し
て
頂
い
た
と
、

署
名
の
重
要

性
に
つ
い
て

訴

え

ま

し

た
。こ

の
集
会

に
は
92
人
が

参
加
し
、
荒

川
区
内
で
９

条
改
憲
反
対

の
３
千
万
人

署
名
を
推
進

す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広

２０１８年４月１０日 第５９４号

49年目のデモ行進

３
月
13
日
に
荒
川
公
園
に
重

い
税
負
担
と
過
酷
な
徴
収
に
反

対
す
る
荒
川
民
商
、
年
金
者
組

合
な
ど
の
５
団
体
が
集
ま
り
、

第
49
回
３
・
13
重
税
反
対
統
一

行
動
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

納
め
る
べ
き
年
金
は
自
分
で

計
算
し
て
申
告
、
納
税
を
す
る

申
告
納
税
制
度
の
擁
護
と
発
展

を
目
指
す
行
動
で
、
全
国
６
０

０
ケ
所
で
同
様
の
集
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

集
会
に
参
加
す
る
組
合
員

は
、
１
人
で
に
税
務
署
へ
申
告

へ
行
く
よ
り
も
、
集
団
で
行
く

方
が
大
変
心
強
く
、
何
か
あ
れ

ば
す
ぐ
に
相
談
も
で
き
る
と
口

に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
30
年
以
上
参
加
し
て

い
る
組
合
員
は
今
年
も
旧
友
と

会
え
た
と
喜
ん
で
お
り
、
こ
の

集
会
の
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。

税
務
署
ま
で
の
デ
モ
行
進
で

は
、
「
消
費
増
税
の
廃
止
、
軍

事
費
削
減
」
を
訴
え
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
消
費
税
率
を
８

％
に
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
は
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
急
激
な
円

安
が
進
み
、
生
活
必
需
品
の
値

段
が
高
騰
し
、
我
々
の
生
活
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

我
々
の
要
求
を
行
動
で
示

し
、
生
活
環
境
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
記
事

＝
磯
部
正
三
通
信
員
（
荒

川
）
】

全
国
６
０
０
ケ
所

で
開
催

春
に
な
る
と
、
「
ベ
ア
」
と

い
う
言
葉
が
頻
繁
に
メ
デ
ィ
ア

に
登
場
し
ま
す
。
和
製
英
語

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
の
略
で
す

勤
続
年
数
や
昇
進
・
昇
格
に

よ
る
昇
給
と
は
違
い
、
従
業
員

全
員
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
当
然
、
企

業
が
支
払
う
総
額
人
件
費
を
増

や
し
ま
す
。

２
０
０
０
年
代
以
降
、
経
団

連
は
ベ
ア
を
「
論
外
」
と
否
定

す
る
姿
勢
に
転
じ
、
長
ら
く

「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
春
闘
が
続
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
特
に
賃
金

制
度
の
な
い
中
小
企
業
で
賃
金

が
低
下
し
、
デ
フ
レ
を
長
引
か

せ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
春
闘
の
大
手
先
行

回
答
は
、
ベ
ア
１
５
０
０
円
の

相
場
と
な
り
ま
し
た
。
見
込
ま

れ
る
物
価
上
昇
分
に
も
届
か
な

い
水
準
で
す
。
そ
の
一
方
で
、

中
堅
・
中
小
の
労
組
が
健
闘
し

て
い
ま
す
。

繊
維
、
化
学
、
流
通
、
サ
ー

ビ
ス
、
食
品
な
ど
内
需
関
連
の

主
に
中
堅
・
中
小
の
労
組
で
つ

く
る
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
春
闘
交

渉
の
妥
結
水
準
は
、
３
月
23
日

段
階
で
、
ベ
ア
２
０
０
０
円
超

（
１
０
９
組
合
）
。
特
に
３
０

０
人
未
満
が
賃
上
げ
額
、
率
と

も
に
３
０
０
人
以
上
を
上
回
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

金
属
製
造
業
の
中
堅
・
中
小

労
組
で
つ
く
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
も
26
日

段
階
で
３
０
０
人
未
満
が
ベ
ア

１
６
６
０
円
と
健
闘
。
２
千
円

以
上
が
３
０
０
人
未
満
で
71
組

合
、
４
千
円
以
上
も
14
組
合
あ

り
ま
す
。
こ
の
20
年
間
で
拡
大

傾
向
に
あ
る
格
差
の
縮
小
を

め
ざ
し
ま
す
。

連
合
全
体
で
は
同
22
日
段

階
で
３
０
０
人
未
満
の
中
小

労
組
の
賃
上
げ
率
が
２
・
１

％
と
な
り
、
ベ
ア
復
活
後
５

年
間
で
、
消
費
増
税
の
影
響

で
物
価
が
上
昇
し
た
15
春
闘

を
除
き
、
２
番
目
に
高
い
水

準
で
の
滑
り
出
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
中
小
の
回
答

が
増
え
る
に
つ
れ
賃
上
げ
率

は
低
下
す
る
の
が
常
で
す

が
、
「
何
と
か
踏
み
と
ど
ま

っ
て
ほ
し
い
」
と
関
係
者
は

話
し
ま
す
。

中
小
企
業
の
利
益
を
確
保

し
す
べ
て
の
労
働
者
に
賃
上

げ
を
。
こ
の
流
れ
を
本
物
に

で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
荒
川
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

３
・
19
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会

地域公演案内

組合員と同居の親族まで地域公演を 観劇された方に補助金制度が
あり、2,000円～4,999円の観劇は500円、5,000円以上の観劇には
1,000円の補助金が支給されます。
観劇補助の申請は観劇日より１カ月以内 にチケットの半券を持参

し組合事務所へお越しください。

お申し込みは
ＡＣＣ（公財）荒川区芸術文化振興財団

ホームページへ

2018 ARAKAWAクラシックBOXⅠ
平成30年6月25日(月)
午後7時開演
日暮里サニーホール コンサートサロン
チケット発売
４月９日（月）10時から（電話予約は午後3時から）

全席自由席 一般2,000円 学生(高校生以下)1,500円

お問い合わせ
ＡＣＣ(公財)荒川区芸術文化振興財団

℡03-3802-7111

３
月
19
日
ア
ク
ロ
ス
荒
川
多

目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
憲
法
９
条

の
改
憲
に
反
対
す
る
市
民
団
体

が
集
ま
り
、
荒
川
市
民
ア
ク
シ

ョ
ン
・
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

司
会
は
西
尾
久
９
条
の
会
の

世
話
人
の
塩
澤
俊
ゑ
さ
ん
が
務

め
進
行
し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
が
映
さ
れ
、
安
倍

政
権
が
推
し
進
め
る
９
条
改

憲
、
戦
争
で
き
る
国
造
り
計
画

を
阻
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
訴
え
ま
し
た
。

森本 孝子さんの訴え

２
０
１
８
年
国
民
春
闘
勝
利

東

部

地

域

交

流

集

会

げ
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
東
尾
久
９
条
の
会
の
小
泉

俊
雄
さ
ん
は
閉
会
に
あ
た
り
、

呼
掛
け
人
や
賛
同
者
へ
の
協
力

と
４
月
22
日
の
集
会
へ
の
参
加

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
【
取
材

＝
小
野
澤
富
彦
記
者
（
西
尾

久
）
】

３
月
15
日
午
後
６
時
半
よ
り

台
東
区
民
会
館
で
「
２
０
１
８

国
民
春
闘
勝
利
東
部
地
域
交
流

集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
入
る
と
、
正
面
席
に

荒
川
区
労
連
の
佐
藤
さ
ん
が
、

そ
の
隣
に
は
、
土
建
本
部
在
籍

中
に
荒
川
支
部
の
担
当
で
あ
っ

た
井
手
口
（
東
京
地
評
）
さ
ん

も
居
り
、
お
２
人
に
頑
張
っ
て

下
さ
い
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

開
催
前
に
は
、
台
東
支
部
と
文

京
支
部
の
役
員
さ
ん
達
が
席
に

居
た
の
で
、
お
互
い
に
ニ
ッ
コ

リ
挨
拶
を
交
わ
し
ま
し
た
。

定
刻
で
開
催
と
な
り
、
江
東

区
労
連
事
務
局
次
長
の
松
井
さ

ん
の
司
会
で
始
ま
り
、
主
催
者

を
代
表
し
て
墨
田
区
労
連
山
城

議
長
が
、
大
手
の
春
闘
回
答
に

対
し
、
「
生
活
改
善
に
見
合
わ

な
い
回
答
内
容
だ
」
と
述
べ
、

「
大
幅
賃
上
げ
と
と
も
に
賃
金

底
上
げ
を
め
ざ
し
、
全
国
一
律

最
賃
制
の
実
現
、
社
会
保
障
の

充
実
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
め
ざ
し
奮
闘
を
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

次
々
と
代
表
者
が
各
業
界
の
状

況
説
明
と
訴
え
を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
訴
え
も
身
に
染
み
る

内
容
を
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

「
30
歳
以
下
の
大
工
は
全
国

で
２
０
０
０
人
も
い
な
い
。
人

手
不
足
は
、
重
層
下
請
け
構
造

に
よ
る
低
賃
金
が
原
因
だ
。
公

契
約
条
例
制
定
運
動
を
進
め
、

地
域
で
賃
金
相
場
を
引
き
上
げ

る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
土
建
江

東
支
部
担
当
者
は
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。
各
職
場
・
地
域
か
ら

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
取
材
＝
川
又
好
一
記
者
（
日

暮
里
一
）
】

東部地域の仲間と団結ガンバロー

底上げの流れを本物に

労働ＴＯＰＩＣ

。
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今
回
は
昭
和
32
年
に
岩
手

県
奥
州
市
水
沢
か
ら
上
京
し

た
荒
川
分
会
の
石
田
政
利
さ

ん
（
左
官
）
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

「
東
尾
久
２
丁
目
の
田
村

さ
ん
の
元
に
修
行
に
入
り
ま

し
た
。
８
年
の
修
行
を
経

て
、
当
時
お
世
話
に
な
っ
た

足
立
区
の
大
工
さ
ん
に
勧
め

ら
れ
て
独
立
し
、
そ
れ
か
ら

10
年
程
し
て
東
京
土
建
に
入

り
ま
し
た
。

若
い
頃
は
仕
事
と
遊
び
で

忙
し
く
、
組
合
活
動
へ
の
理

解
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
42
年
に
結
婚
し
て
か
ら

は
、
少
し
ず
つ
組
合
の
事
も

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
仲
間

か
ら
組
合
の
役
も
勧
め
ら
れ

１
度
は
断
り
ま
し
た
が
、
自

分
が
世
話
に
な
っ
て
い
る
組

合
に
協
力
し
な
く
て
は
と
感

じ
、
群
会
計
を
務
め
ま
し

た
。
今
は
社
会
保
障
対
策
部

で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
昨

年
の
部
会
は
一
度
も
欠
席
し

な
い
で
出
ら
れ
た
の
も
、
健

康
で
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
ゴ
ル
フ
、
麻
雀
、
競

馬
、
パ
チ
ン
コ
、
釣
り
と
何

で
も
浅
く
広
く
や
っ
て
来
ま

し
た
が
、
今
は
家
の
前
に
あ

る
桜
の
樹
を
育
て
、
田
舎
か

ら
コ
メ
の
苗
を
送
っ
て
も
ら

い
コ
メ
作
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
今
後
は
若
い
方

に
も
色
々
と
組
合
の
行

事
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
活
動
を
考
え

て
い
き
た
い
で
す
」
と

語
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に

荒
川
分
会
の
下
支
え
を

お
願
い
し
ま
す
。
【
取

材
＝
荒
川
・
並
木
義
男

記
者
】

２０１８年４月１０日 第５９４号

昨
今
、
屋
根
の
点
検
に
ド
ロ

ー
ン
（
無
人
航
空
機
）
を
活
用

し
、
人
手
不
足
、
高
齢
化
、
高

所
作
業
時
の
転
落
事
故
の
減
少

に
一
役
か
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。確

か
に
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
す

れ
ば
、
人
間
が
屋
根
に
登
ら
ず

と
も
屋
根
全
体

を
点
検
で
き
、

所
要
時
間
も
２

時
間
掛
か
っ
て

い
た
も
の
が
10

分
程
度
に
短
縮

で
き
る
と
の
こ

と
。消

費
者
に
と

っ
て
も
、
足
場

も
要
ら
ず
、
業

者
と
一
緒
に
画

像
で
屋
根
の
状

態
を
確
認
が
で

き
て
安
心
で
き

「
日
本
屋
根
ド
ロ
ー
ン
協
会
」
が
発
足

屋
根
の
点
検
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

39

大切に育てている桜の苗木と

石田 政利さん（荒川分会）

る
ほ
か
、
点
検
の
費
用
も
割
安

に
済
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
屋
根
ド
ロ
ー
ン
協
会
で

は
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
ド
ロ

ー
ン
の
利
用
技
術
を
認
定
す
る

資
格
制
度
の
構
築
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

昭
和
の
高
度
成
長
期
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
も
老
朽
化
が
進
み

雨
漏
り
の
発
生
件
数
も
増
加
傾

向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

我
々
、
建
設
職
人
に
と
っ
て

は
、
点
検
の
依
頼
が
増
加
す
る

こ
と
で
仕
事
が
増
え
る
方
向
へ

と
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い

ま
す
。

無人航空機ドローン

建
設
業
者
と
消
費
者

の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

女は二度決断する

ファティ・アキン監督

ド
イ
ツ
の
街
ハ
ン
ブ
ル

ク
。
カ
テ
ィ
ヤ
（
ダ
イ
ア
ン

・
ク
ル
ー
ガ
ー
）
は
、
恋
人

の
ト
ル
コ
系
移
民
ヌ
ー
リ

（
ヌ
ー
マ
ン
・
ア
チ
ャ
ル
）

と
結
婚
し
ま
す
。
数
年
後
、

ヌ
ー
リ
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
を
設
立
。
カ
テ
ィ
ヤ
は

育
児
を
し
な
が
ら
、
夫
の
仕

事
を
手
伝
う
日
々
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
幸
せ
な
日
常
が

一
変
し
ま
す
。
会
社
が
爆
破

さ
れ
ヌ
ー
リ
と
６
歳
の
息
子

が
犠
牲
に
な
っ
た
の
で
す
。

悲
し
み
に
く
れ
る
カ
テ
ィ

ヤ
。
「
犯
人
は
移
民
を
敵
視

す
る
ネ
オ
ナ
チ
だ
」
と
主
張

し
ま
す
が
、
警
察
に
相
手
に

さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
前
科

の
あ
る
ヌ
ー
リ
が
ギ
ャ
ン
グ

の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
の

で
は
と
、
疑
い
の
目
さ
え
向

け
ら
れ
ま
す
が
―
―
。

ド
イ
ツ
で
実
際
に
起
き
た

極
右
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
連
続

テ
ロ
事
件
を
題
材
に
し
た
サ

ス
ペ
ン
ス
映
画
。
２
０
１
８

年
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞

で
最
優
秀
外
国
語
映
画
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
４
月
14
日

公
開
。

2017bomberointernational
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Co
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Production,
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international
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&
Co.

KG,
WarnerBros.
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皆さんが職場で働き始めると、いろんな不

満がわいて来るはず。賃金が安い、残業が多

い、上司がいじめる、ノルマがきつい、空気

が悪い…。あるいは「すぐに年休を取りた

い」「残業手当を50％にして！」といった要

望も出てくるかもしれません。

組合はそうした声を集めて経営者に要求

し、実現をめざす集団。１人の力で労働条件

を上げることは困難だから組合が必要なので

す。不満の解決、要望の実現――それこそが

メリットといえます。有給休暇が取りやすい

職場の環境づくり、けがや病気を防ぐ安全衛

生、福利厚生の充実なども頑張っています。

組合の目的は労働条件の向上や雇用の保

障、働くものの地位の向上です。確かに政治

的な活動そのものが目的ではありません。

しかし、政治のありように注意を払ってお

く必要もあるのです。戦前の日本のように、

戦争になり、自由や民主主義がないがしろに

されたら、働く者の処遇や雇用、権利はどこ

かへ行ってしまいます。

自由にものが言える平和な社会でなければ

なりません。それに逆行する動きに対し労働

組合は、働く者を代表して抵抗することが求

められます。

最近は、学生時代の奨学金を返済している人も多く、賃金も低いので、気持ちは分かります。

では、組合費は保険のようなものだと考えてみてはどうでしょうか。「健康な状態で働き、困

った時には助けてもらえる保険」の保険料というわけです。

職場に組合がなかったり、力が弱かったりすれば、労働条件の切り下げや解雇、いじめ、過労

死などの災難が降りかかってくる恐れがあります。

組合を強くするには、皆さんが助ける側に回ることが不可欠。わが身を守るための保険料は、

無駄にはならないはずです。

Ｑ１．組合に入ることにメリッ

トがあるの？

Ｑ３．でも、組合費を毎月払うのはしんどいなあ

Ｑ２．何で組合が９条改憲反対

などの運動をするの？

Ｑ４．５月１日のメーデーってなんだ？
1886年５月１日、８時間労働制を求めた米国シカゴの労働者によ

り行われたストライキがメーデーの起源です。

日本の第１回メーデーは1920年５月２日、印刷工組合などが上野

公園で行いました。

その後、全国に広がり、「植民地解放」「世界戦争の危機防止」

などのスローガンも登場しました。しかし、労働組合への弾圧が強

化され、二・二六事件が起きた1936年から中止に。敗戦までの10年

間、開かれることはありませんでした。

８時間労働制と戦争反対は戦前も今も共通する要求です。長時間

労働、非正規労働者の格差拡大などは女工哀史の時代だけの問題で

はありません。安倍政権の「働き方改革」には、過労死水準の残業

を容認する、時間外労働の上限規制や高度プロフェッショナル制度

創設など、８時間労働を定めた労働基準法を骨抜きにする中身が盛

りだくさん。今や「１日８時間働けば生活できる賃金の実現」は国

民の切実な願いです。労働者が率先して声を上げていきましょう。


